
７月28日（金）は、午前中に小・中学校「理科」研修、午後からは小・中学校「国語」研修を実施しました。 

◆ ドライアイスが液体に？！                                   小・中学校「理科」研修 
ドライアイスと聞けば、固体がそのまま気体（二酸化炭素）になっている様子

がイメージされると思います。そのドライアイスを液体にする方法があるとした
ら…？小・中学校「理科」研修では、本市のCST（Core Science Teacher：コア・
サイエンス・ティーチャー※）による実験を通して、理科研究の楽しさを受講者
に体験してもらいました。研修では、❶「植物のつくりとはたらき【小６】」❷「雲
と天気（台風も）【小５】」❸「物質【中１・中２】－ドライアイスを使った状態
変化・化学変化－」❹「物質【中３】－イオン化傾向－」４つの単元を扱いまし
た。 
それらを授業づくりや子どもたちの探究心・好奇心を育むことについてどのように活かしていくのかを考える機

会となりました。  ※ＣＳＴ・・・理科の伝道師としての高度な専門性と豊かな実践経験をもち、理科教育を推進する役割を担う教員

◆ 国語科メディア学習プログラムを体験                      小・中学校「国語」研修
メディアは、文字、色彩、画像など、様々な要素が関係づけられ、

一つの意味を創り出すことによって表現されています。子どもたち
は、日常的にそれらのメディアに触れ、ともすれば無意識的に情報
を受け取ったり、自らも情報を発信したりしています。ICTを活用し
たプレゼンテーションや動画作成等に取り組みやすくなった今こ
そ、子どもたちが表現主体として、自覚的に表現し、ことばの力を獲
得できる学習活動の場を設定する必要があります。 
今年度、小・中学校「国語」研修に講師としてお招きした、四天王

寺大学 松山 雅子 教授は、メディア社会における子どもたちの言語環境を長年研究され、写真や動画などの映
像を活かした国語科メディア学習プログラムの開発を続けておられます。研修では、子どもたちが映像表現の仕掛
けに気づき、読み入り、そこから感じたことや考えたことを言語化する力をいかに丁寧に培っていくかということ
について、写真やアニメーションを使った国語科メディア学習の体験を通してお話しいただきました。 

 研修で使用した『遊ぼう！写真はことば』の冊子は、「写真を読む」
学習教材として活用できるプロのカメラマンが撮影した写真やワー
クシートの例を、一般社団法人カメラ映像機器工業会「CIPA」が無料
配布しているものです。サイトからダウンロードしたり、配付用冊子
を取り寄せたりすることができます。 
よろしければ、サイトをご覧ください。 

CIPA（一般社団法人カメラ映像機器工業会）」 
https://imagestock.cipa.jp/media-literacy/
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「探究」と「対話」 

「トライ＆エラー」 

≪受講者のアンケートより≫ 
・写真や映像というのは便利で分かりやすいという認識でしたが、ここまで可視化・言語化に着目して授業を考
えると、奥深くて丁寧な学習指導が必要だと思いました。今後の授業では、なんとなく画像を見せるのではな
く、見方や考え方をきっちりと指導していきたいと思いました。 

・写真を 1 枚提示するだけでも、さまざまな受け取り方、伝わり方があることがわかりました。子どもたちが、
当たり前にタブレット等で映像や画像に触れられる現代において、ただ見るだけでなく言語活動に繋げて、考
えられる力が大切であると感じました。

≪受講者のアンケートより≫ 
・綿で10種類の雲を作るのはとても面白いので、子どもたちと是非やってみたいと思いました。 
・子どもたちもワクワクして参加できると思いました。身近な花や野菜などでも道管師管が分かりやすく見られ
るのは不思議で印象的でした。 

・今学んでいることが高学年、中学生とつながっていくことがわかりました。導入で子どもたちが興味を持ち自
分から学んでいきたいと思えるような授業づくりが大切だと感じました。 



遊びと学びをつなごう！ 体験を通して実感した学びは、何よりも強い 幼小接続研修

７月 24 日（月）、京都市教育委員会学校指導課 中西 昌子 参与を講師にお招

きし、「幼小接続研修」を実施しました。 

学習指導要領・幼稚園教育要領をもとに、京都市の幼稚園・小学校の事例を紹介

していただきながら、ご講義いただきました。 

事例の中に、「幼稚園・小学校の先生方が対話を進める中で、『子どもたちは心を動かしながら学び続けているか』

を見つめ直すようになっていった。」というお話がありました。これは、幼児期だけでなく、小学校・中学校・高等

学校、いずれの段階においても大事にしたい視点であるとともに、幼小の先生方が同じ保育や授業を見学し合う中

で生み出された視点であることに、円滑な接続を今後考えていく上でのヒントがあるのではないでしょうか。 

幼稚園・こども園、小学校、中学校と幅広い校園種の先生方に参加いただいた点においても、意義深い研修とな

りました。 

新しい名称でスタートしています              教育支援センター（ふれあいルーム）
今年度より、適応指導教室から「教育支援センター」に名称を変更しました。ふれあいルームの愛称はそのまま

です。これからも学校と連携を図り、子どもたちの社会的自立に向けて支援します。また、教育支援センターの機
能として、ふれあいルームに通室している児童生徒だけではなく、不登校児童生徒の支援や校内教育支援ルームの
運営についてなどもサポートしています。 

ふれあいルームで行っている支援 

学習支援・・・・・それぞれの目標やペースに合った学習ができるように支援しています。 
各種プログラム・・園芸作業や創作活動、スポーツなど、個別と集団それぞれの場面で支援しています。 
心理支援・・・・・コミュニケーションスキルアップ講座や、心理相談員による面接を実施しています。 

（１学期のふり返りより） 
・１日だけだったけど、１学期にクラスに入ることができた。 
・今まではNOと言えなかったけど、言えるようになった。 
・去年と比べてしゃべれるようになった。 
・ルーム生と仲良くできた気がして、すごく嬉しい。 
・今まで、１つのことに熱中することがなかったので、ふれあい活動が楽しかった。 
・みんなが集まるところでご飯を食べられるようになった。 
・調理実習で同じ班の子に教えてもらったことが思い出に残っている。 

掲示物作り 午後の活動 カレー作り 掲示物作り

≪受講者の感想より≫ 

・幼稚園での学びが小学校へとつながるようにするためにも、幼小の連携の大切さを実感しました。来月、幼稚園

と小６の交流を予定しています。そういった機会を増やすとともに、職員がお互いの授業を見学し合う機会も増

やしていけるようにしたいと思います。 

・この研修の直前まで、中学校区ブロックで考えるつけたい力や本校の子どもたちの様子についてそれぞれの学校

の担当で話をしてきました。講演内容と重なる部分が多く、学ぶところが多くありました。私自身、幼稚園、子

ども園保育園のことをよく知らないまま繋がりが大切だと言ってしまっていたなあと思いました。知ることで、

より良い架け橋が東大阪でも作れると思いました。

アプローチカリキュラム スタートカリキュラム

１年生５歳児
架け橋期 


